
平成31年度当初予算における新規・充実事業予算の要求内容と査定結果【事業を実施するもの】

行　財　政　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　概　要 要求額 予算額 内容

近年の大規模災害を踏
まえた更なる防災体制
の強化

　近年頻発している大規模災害への対応に係る検証等により，様々な課題が浮き彫
りとなったが，その中でも急務となっている外国人観光客等への公共交通機関の運
行情報等の迅速かつ正確な提供（大阪府北部地震），山間部地域における停電や道
路寸断による情報の途絶（平成３０年台風２１号）への対策として，外国人観光客
等にＫＹＯＴＯ　Ｗｉ－Ｆｉを利用して情報提供する「京都市帰宅支援サイト」の
機能拡充及び山間部の区役所出張所への衛星携帯電話の配備を行う。また，熊本地
震等での課題を踏まえ，避難所のトイレ環境の充実について，備蓄トイレの洋式化
を推進する。

14,200 14,200
■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

レジリエント・シティ
推進事業

　平成３０年度中に策定する「京都市レジリエンス戦略」を踏まえ，本市の今後の
都市経営の根幹ともなる「レジリエンス」の理念を，市民や団体等により広く浸透
させていくための普及啓発や担い手づくりに係る事業について，「ＳＤＧｓ」達成
の視点を踏まえつつ推進していく。

5,000 5,000 ■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

ＩＣＴを活用した働き
方改革推進事業

　限られた人員体制にあっても，水準の高い行政サービスを提供するためには，組
織全体が「長時間労働」から，限られた時間で成果を上げる「生産性の高い働き
方」への転換を図ることが必要であり，ＡＩによる会議録作成支援システムの導入
など，最新のＩＣＴ（情報通信技術）を活用した「働き方改革」を推進していく。

3,600 3,600 ■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

事業名

（単位：千円）

査　定　結　果


